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優しく強い子に！ Ｏｔａｎｉ’ｓ Ｍｏｔｔｏ
大リーグエンゼルス・大谷選手の高校時代からの座右
の銘は

“先入観は可能を不可能にする”
だそうです。
英語で

“Ｐｒｅｃｏｎｃｅｐｔｉｏｎ
ｌｅｔ ｐｏｓｓｉｂｌｅ
ｂｅ ｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅ．

です。
大谷選手は，練習や試合前に，これはできないだろ

http://www.minamih.net/ うな，あのチームには勝てないだろうなと思い込んで
１８・ ５・ ６（土）しまうとできることもできなくなってしまうと考えて
南ＮＥＷＳｎｏ １８ チャレンジしてきたのでしょうね。

南のみなさんも参考にしたいですね。
ｂｙ南のアンパンマン

6年生 Ｕ-12 前期リーグ 5月5日 ＠文化大Ｇ
○めあて:コーチング、くさびからの展開、ウラへの意識
○南八王子0-1ソルプラス 前半1-0

Ｕ-12 前期リーグ、ここまで無敗で順調進んできました最終戦です。立ち上
がり右サイドを突破したリョウタ君がペナルティエリア横まで運んでシュー
ト。これが左ポストにはじかれさらに詰めるもまたしても左ポスト。ここから
徐々にリズムが狂い始めます。前からのプレスが甘く、２列目の距離も空いて
しまい、バックラインの押し上げもありません。
すると１０分にクリアミスから失点、先制を許します。雰囲気を変える為、

選手交代、フォーメション変更をしますが、一向に選手の士気が上がりません。
残念ながらのままホイッスル、前期リーグを終了しました。

全８試合を通じて３失点は頑張りましたが、とにかく得点力
不足が目立ちました。取れる時にしっかり得点をしないとこれ

から上位リーグでの試合では厳しくなります。ただただゴール
に向かって蹴るシュートは改善し、キーパーを抜く気持、狙っ

て蹴るなどシュートの精度を上げましょう。また、もっと周り
を観て、周りを使う事を考えましょう。
試合によって頑張りにムラがある選手が多いです。常に全力

で！後期リーグは上位リーグで戦います。厳しい戦いになりま
すが、みんなで力を合わせて勝ち抜きましょう！

ｂｙ清水コーチ
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上の表を見て泣きたくなりました。“ドリブルの南”なんてとても言えませ
ん。“南を卒業した子はみんなドリブルが上手い”とよく言われてきたのですが
上の表ではとても言えませんね。

5月 5日(土)のＵ－１２の試合。ＯＫの選手の何人かはドリブル突破をいつ
も狙っていました。前の相手を抜けばシュートができる，クロスが入れられる
という状況では必ず勝負してシュート，クロスを入れていました。
矢上が２０年ほど前に東京都サッカー協会から派遣された２名の一人とし

て，福島のＪビレッジで３泊４日の研修で講義を受けた山本昌邦氏（アテネオ
リンピック男子サッカー監督）・大好きな解説者がこう言っています。
「ゴールの８割はペナルティエリア内のシュートです」
ペナまでドリブルで持ち込もう！くさびからのワンツーでペナに

入ってシュートを狙おう！といつも言っています。
矢上は午後練でその力をつけようといつも言って，子ども達にそ

の練習をさせています。パス＆ムーブからの突破で得点を狙える子
を育てること，ドリブルやターンの個人技で得点を狙える子を育てたいという
ことで午後練を続けてきたのです。
この頃、午後錬の出席率がよくありません。以前は中心選手が休むなんてこ

とはありませんでした。その中途半端な気持ちが試合に出ましたね。
でも、気持ちを切り替えて，自分たちがどのようなサッカーをしたいのかを

確認して，目指すサッカーを創ろうと努力すれば勝てるチームになります。
５月５日（土）フロンターレ戦後，素晴らしいハードワークをしていたＦ東

の永井選手が次のように言っていました。
「ハードワークしないと勝てませんから」
５月５日の南の６年生はハードワークとはとても言えない試合ぶりでした。昨
年のＪＡのような試合もできるチームなのに！！ ｂｙ南のアンパンマン
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